
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

　

一

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
の
換
地
計
画
に
関
す
る
非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
す
る
土
地
の

　

指
定
（
二
件
） 

（
農
村
整
備
課
）　

　

一

〇
建
設
業
者
の
不
正
行
為
等
に
対
す
る
監
督
処
分
の
基
準
の
一
部
改
正 

（
事
業
管
理
課
）　

　

二

〇
河
川
区
域
の
指
定 

（
河　

川　

課
）　

　

二

〇
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
の
指
定 

（
防
災
砂
防
課
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

二

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
三
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

二

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

三

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
九
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
黒
毛
和
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

一
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

登
米
市

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
十
七
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
営
土
地
改
良
事
業
宮
崎
北
部
地
区
に
つ
い
て
樹
立
す
る
換
地
計
画
に
関
し
、

次
の
従
前
の
土
地
を
、
非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
を
定
め
る
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
を
定
め
る
土
地

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十

三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
営
土
地
改
良
事
業
宮
崎
北
部
地
区
に
つ
い
て
樹
立
す
る
換
地
計
画
に
関
し
、

次
の
従
前
の
土
地
を
、
非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
を
定
め
る
土
地
と
し
て
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

非
農
用
地
区
域
内
に
換
地
を
定
め
る
土
地
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市
町
村

加
美
町

大　

字

谷
地
森

字

西
田

地　

番

八
一

地　

目
田

用　

途
田

地　

積　
�

四
五
九

市
町
村

加
美
町

同

大　

字

谷
地
森

同

字

本
郷

峰
岸

地　

番

一
三
〇－

一

一
一
一

地　

目
田田

用　

途
田田

地　

積　
�

一
一
〇

五
一
九



〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
二
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号
（
建
設
業
者
の
不
正
行
為
等
に
対
す
る
監
督
処
分
の
基
準
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
不
正
行
為
等
が
行
わ
れ
た
も
の
か
ら

適
用
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
三
号
２�
�
中
「
第
七
条
の
二
第
十
三
項
」
を
「
第
七
条
の
二
第
十
八
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
号
２�
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

�
　

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
違
反
、
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十

五
号
）
違
反
、
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
違
反

イ　

役
員
又
は
使
用
人
が
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
は
七
日
以
上
、
そ
れ
以
外
の
場
合
で
役
職
員
が
刑
に

処
せ
ら
れ
た
と
き
は
三
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

ロ　

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
又
は
雇
用
保
険
（
以
下
「
健
康
保
険
等
」
と
い
う
。）
に
未
加
入
で
あ
り
、

か
つ
、
保
険
担
当
部
局
に
よ
る
立
入
検
査
を
正
当
な
理
由
が
な
く
複
数
回
拒
否
す
る
等
、
再
三
の
加
入
指

導
等
に
従
わ
ず
引
き
続
き
健
康
保
険
等
に
未
加
入
の
状
態
を
継
続
し
、
健
康
保
険
法
、
厚
生
年
金
保
険
法

又
は
雇
用
保
険
法
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
が
保
険
担
当
部
局
か
ら
の
通
知
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、

指
示
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
営
業
停
止
期
間
は
三
日
以
上
と
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
三
号

　

伊
里
前
川
水
系
に
係
る
二
級
河
川
伊
里
前
川
に
つ
い
て
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
六
条

第
一
項
第
三
号
の
区
域
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
土
木
部
河
川
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧

に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

次
の
図
面
の
茶
色
で
着
色
し
た
部
分
に
該
当
す
る
土
地
の
区
域
の
う
ち
、
河
川
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二

号
の
区
域
以
外
の
区
域
（
図
面
省
略
）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
四
号

　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
区
域
を
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
に
指
定
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
防
災
砂
防
課
及
び
宮
城
県
東
部
土
木
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

寺
沢
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域

　

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
六
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
六
号
と
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

　

石
巻
市　
　

雄
勝
町
立
浜
寺
下　
　

二
番
一　
　

一
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
番　
　
　

二
号
か
ら
四
号
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
番　
　
　

五
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
番
一　
　

六
号

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
五
号

　

鶴
田
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
二
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

吉　
　

田　
　

祐　
　

幸　
　
　

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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同

同

同

一
二
六

田

田

五
三
二

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
堀
内
字
梅
百
九
十
一
番
十
一

　

岩
沼
市
下
野
郷
字
浜
二
百
四
十
三
番
地
の
十
八

 

大
内
き
よ
し　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
崎
市
古
川
李
埣
字
前
田
三
十
八
番
地
一

 

大
内　

敬
介　
　
　
　
　
　
　
　



〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
月
三
十
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 
監
査
委
員

（3）　 平成24年10月30日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2403号　　 

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
堀
内
字
梅
百
九
十
一
番
四
及
び
百
九
十
一
番
十

三
　

岩
沼
市
桑
原
四
丁
目
七
番
三
十
二
号

 

菊
地
加
代
子　
　
　
　
　
　
　
　

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
堀
内
字
梅
百
九
十
一
番
三
及
び
百
九
十
一
番
十

　

岩
沼
市
里
の
杜
三
丁
目
四
番
五
号　

十
九－

一
号

 

佐
久
間
利
雄　
　
　
　
　
　
　
　

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
10号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
等
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項

の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
24年

10月
30日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
藤
　
　
俊
　
　
威
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
菅
　
　
間
　
　
　
　
　
進
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
24年

８
月
21日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
24年

10月
５
日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
�
　
仙
台
三
桜
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
教
育
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
等
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
電
柱
敷
地
等

　
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
等
使
用
料
に
つ
い
て
，
11月

に
な
っ
て
か
ら
４
月
に
遡
っ
て
調
定

し
た
も
の

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
６
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
36,580円

　
　
　
　
〇
使
用
料
及
び
光
熱
水
費

　
平
成
23年

５
月
７
日
か
ら
９
月
10日

ま
で
の
期
間
に
，
外
部
模
擬
試
験
会
場
と
し
て
学
校
の
使
用
を
許

可
し
た
が
，
施
設
使
用
料
及
び
光
熱
水
費
を
10月

に
な
っ
て
か
ら
遡
っ
て
調
定
し
た
も
の

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
26件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
68,747円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
財
務
規
則
等
の
関
係
諸
規
定
を
遵
守
し
，
事
務
処
理
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
，
複
数
の
職
員
で
確

認
す
る
た
め
の
処
理
確
認
表
を
作
成
の
上
，
教
育
財
産
の
使
用
許
可
後
は
速
や
か
に
歳
入
担
当
者
が
調
定
す
る

事
務
の
流
れ
を
整
え
る
な
ど
体
制
を
強
化
し
，
事
務
処
理
が
遅
延
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。

　
�
　
石
巻
好
文
館
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
教
育
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
等
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
電
柱
敷
地
等

　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
等
使
用
料
に
つ
い
て
，
翌
年
３
月
に
調
定
し
た
も
の

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
２
件



第2403号　平成24年10月30日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）
　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
23,500円

　
　
　
　
〇
光
熱
水
費

　
　
　
　
　
　
売
店
等
に
係
る
平
成
23年

５
月
か
ら
11月

分
の
光
熱
水
費
を
翌
年
３
月
に
ま
と
め
て
調
定
し
た
も
の

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
18件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
　
40,456円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
各
担
当
の
業
務
執
行
状
況
の
把
握
が
適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
，
担
当
者
ご
と
に
業
務

の
作
業
予
定
表
を
作
成
し
，
常
に
事
務
職
員
全
員
で
業
務
の
進
捗
状
況
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
，
遅
延
防
止

を
図
る
こ
と
と
し
た
。


